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質
問
の
成
果
と
課
題

今
ま
で
議
会
で
質
問
し
て
変
化
の
あ
っ
た
主

な
項
目
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
た
。

平
成
2
6
年
1
 
2
月
議
会

1
.
立
山
黒
部
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
に
つ
い
て

平
成
2
8
年
1
 
1
月
臨
時
議
会
で
特
別
委
員
会

設
置
。
委
員
長
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
2
 
7
年
う
月
議
会

1
.
移
住
定
住
促
進
に
つ
い
て
⇒
平
成
2
9

年
「
(
仮
称
)
移
住
定
住
推
進
協
議
会
」
創
設
、

事
業
費
(
平
成
2
 
9
年
@
M
′
8
5
1
千
円
)

2
.
観
光
振
興
に
つ
い
て
平
成
2
 
8
年
か
ら
計

画
が
な
い
▽
平
成
2
 
9
年
黒
部
市
観
光
振
興
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
2
 
7
年
6
月
議
会

1
.
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
せ
る
特
色
あ
る
地
域
に

つ
い
て

①
犬
の
鑑
札
"
狂
犬
病
予
防
注
射
票
を
小
型

犬
に
も
合
う
形
状
に
!
▽
平
成
2
 
8
年
か
ら
形

状
変
更
で
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。

②
市
防
災
訓
練
に
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練
の

導
入
を
ー
"
▽
富
山
県
で
唯
一
、
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
(
平
成
2
 
7
年
村
椿
、
平
成
2
 
8

年
浦
山
)

平
成
2
 
7
年
9
月
月
議
会

1
.
子
ど
も
の
貧
困
対
策
▽
平
成
2
 
9
年
5
月

に
黒
部
市
子
ど
も
の
貧
困
支
援
体
制
整
備
計

画
策
足
さ
れ
ま
し
た
。

2
.
人
口
減
少
時
代
の
観
光
戦
略

①
外
国
語
の
サ
イ
ン
表
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

制
作
の
支
援
▽
お
も
て
な
し
ピ
ク
ト
・
多
言

語
化
推
進
補
助
金
(
平
成
2
 
8
年
@
1
、
0
0

〇
千
円
、
平
成
2
 
9
年
@
5
0
0
千
円
)

平
成
2
7
年
1
 
2
月
月
議
会

1
.
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
▽
平
成
2
 
9
年
叩

月
6
日
に
M
施
設
(
む
つ
み
図
・
新
川
総
合

支
援
学
校
・
黒
部
学
園
)
と
締
結
し
、
6
施

平
成
2
 
7
年
1
 
2
月
議
会

都
市
間
連
携
に
つ
い
て

①
宮
山
県
内
で
は
、
と
や
ま
呉
西
圏
域
(
南

砺
市
、
砺
波
市
、
小
矢
部
市
、
氷
見
市
、
◎
高

岡
市
、
◎
射
水
市
)
が
あ
り
、
さ
ら
に
富
山
市

が
(
◎
富
山
市
、
上
市
町
、
立
山
町
、
舟
橋
村
、

滑
川
市
、
飛
騨
市
、
高
山
市
)
圏
域
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
県
内
で
残
る
の
は
(
◎
魚
津
市
、

◎
黒
部
市
、
入
善
町
、
朝
日
町
)
の
4
自
治
体
。

連
携
す
れ
ば
交
通
、
福
祉
、
医
療
、
観
光
な

ど
様
々
な
事
項
に
つ
い
て
取
り
組
め
ま
す
。

平
成
2
 
8
年
号
月
議
会

2017年05月20日発行 討議資料

ぉ衷心“アキ‾‾

4.紳輔の郵

ら.人口諦少時代のまちづく。

6.災芭lこ組いまちづく。

7.勘を駒のあるまちづく。一書戚心室るまちづく。

毅
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
県
内
1
6
8

か
所
。

2
.
障
害
者
差
別
解
消
法
の
対
応
に
つ
い

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用

①
平
成
2
 
8
年
1
 
2
月
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基

本
法
成
立
し
、
努
力
義
務
で
す
が
市
町
村
に

よ
る
市
町
村
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
計
画
の

策
定
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

民
間
が
推
進
す
る
8
d
e
寸
O
「
K
u
○
○
b
e
の
立

ち
上
げ
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。

亨諜報琵琵
2.性柳たいと思えるまちづく。_血.要合博吉ちづく。__〇〇 〇〇○○

と生活がで書

lタl○
○ ‾

て①
市
の
対
応
要
領
作
成
を
▽
平
成
2
 
8
年
4

月
「
障
か
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解

消
す
る
た
め
の
黒
部
市
職
員
対
応
要
領
」

作
成
さ
れ
ま
し
た
。

②
学
校
の
支
援
体
制
の
充
実
を
▽
ス
タ

デ
ィ
メ
イ
ト
(
平
成
2
 
7
年
@
2
 
5
名
←

平
成
2
 
8
年
@
2
 
7
名
立
平
成
2
 
9
年
@
2
 
8

名
)
2
年
連
続
増
員
さ
れ
ま
し
た
。

8.活き活き

平
成
2
 
8
年
6
月
月
詣
会

食
品
ロ
ス
施
策
に
つ
い
て

富
山
県
が
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て

ら
れ
る
「
食
品
ロ
ス
」
の
県
内
の
年
間
発

生
量
を
2
万
8
千
ト
ン
と
す
る
推
計
値
を

M
月
に
初
め
て
発
表
し
ま
し
た
。
今
後
、

食
品
ご
み
の
削
減
を
県
民
運
動
に
発
展
さ

せ
、
具
体
的
な
削
減
目
標
を
定
め
る
と
し
て

い
ま
す
。
本
市
の
取
組
に
も
注
目
で
す
。

地
籍
調
査
の
推
進
に
つ
い
て

昨
年
末
に
発
生
し
た
糸
魚
川
市
火
災
で
地
A

籍
調
査
の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
ク
ロ
ー
ズ
的

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。



平
成
2
8
年
1
 
2
月
詣
会

(
質
問
)

l
生
涯
学
習
推
進
に
つ
い
て

(
「
)
介
護
予
防
運
動
教
室
や
地
域
サ

ロ
ン
利
用
者
の
現
状
は

(
答
弁
)

平
成
2
8
年
度
9
教
室
…
8
1
名
、

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
市
民
会
館
及

び
市
民
病
院
で
行
う
体
操
教
室
な
ど

に
申
込
み
が
殺
到
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
区
公
民
館
等
を
拠
点
に
し

た
介
護
予
防
活
動
で
は
、
1
 
3
地
区
4
5

教
室
が
開
催
さ
れ
、
開
催
地
区
や
教
室

数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

(
2
)
生
涯
学
習
メ
ニ
ュ
ー
が
健
康
寿

命
の
延
伸
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う

認
識
は
あ
る
の
か
。
ま
た
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
把
握
し
て
い
る
の

.
1力(

答
弁
)

世
代
間
交
流
や
外
出
機
会
と
し
て

健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢
献
し
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
セ
ン
タ
I
も
概
ね
把
握
し
、

必
要
に
応
じ
て
高
齢
者
の
方
へ
サ
ー

ク
ル
や
教
室
の
紹
介
を
し
て
い
る
。

(
3
)
生
涯
学
習
「
(
仮
称
)
黒
部
学
び

合
い
大
学
」
創
設
の
検
討
を
し
て
は
。

(
答
弁
)

直
ち
に
取
り
組
む
状
況
で
は
な
い

が
、
産
官
民
の
既
存
事
業
の
枠
組
み

の
中
で
連
携
を
強
化
し
、
各
種
事
業

問
の
新
し
い
マ
ッ
チ
ン
グ
の
可
能
性

に
つ
い
て
も
検
証
を
し
て
い
き
た
い
。

2
.
観
光
振
興
に
つ
い
て

(
「
)
新
幹
線
に
頼
ら
な
い
地
元
に
向

け
て
の
広
報
"
観
光
戦
略
に
つ
い
て

(
答
弁
)

観
光
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
を
な
く
し
、

観
光
の
通
年
化
を
目
指
し
、
地
元
に

向
け
た
観
光
戦
略
が
大
切
で
あ
る
。

今
後
の
取
組
み
と
し
て
、
地
域
の
魅

力
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
発
信
で

き
る
よ
う
、
ま
ず
は
地
元
か
ら
利
用
、

体
験
す
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
か
ら
来

年
度
に
は
、
「
黒
部
峡
谷
パ
ノ
ラ
マ
展

望
ツ
ア
ー
」
の
市
民
向
け
体
験
会
の

実
施
を
検
討
し
て
い
る
ほ
か
、
今
後

は
新
緑
や
紅
葉
な
ど
の
魅
力
を
タ
イ

ム
リ
I
に
発
信
す
る
よ
う
、
地
域
全

体
と
し
て
の
情
報
発
信
力
を
高
め
て

い
く
。

(
2
)
日
本
版
D
M
O
制
度
の
導
入
に

対
す
る
市
の
考
え
・
状
況
に
つ
い
て

(
答
弁
)

地
域
の
観
光
戦
略
と
し
て
「
稼
ぐ
力
」

を
引
き
出
し
、
観
光
地
域
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
の
戦
略
を
策
定
・
実

践
す
る
日
本
版
D
M
O
は
有
用
で
あ

る
。

現
在
、
観
光
局
で
日
本
版
D
M
O
の

形
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
ず
は

民
間
レ
ベ
ル
で
の
連
携
、
取
組
み
が

更
に
進
む
よ
う
支
援
す
る
。

(
3
)
複
数
の
広
域
観
光
推
進
団
体
の

考
え
方
、
棲
み
分
け
、
一
本
化
に
つ

い
て

(
答
弁
)

新
川
地
域
に
は
、
広
域
観
光
を
推

進
す
る
組
織
が
複
数
存
在
し
、
出
向

宣
伝
や
広
域
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

な
ど
、
事
業
が
重
複
し
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
事
業
内
容
の
棲
み
分
け
、

あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
個
性
・

特
徴
を
生
か
し
た
事
業
の
実
施
、
団

体
間
の
連
携
な
ど
が
課
題
で
あ
る
。

現
段
階
に
お
い
て
、
た
だ
ち
に
一
本

化
と
い
う
の
は
難
し
い
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
の
特
徴
が
活
か
さ
れ
る
よ

う
な
事
業
の
選
択
と
、
団
体
間
の
連

携
に
努
め
る
。

現
在
、
3
団
体
の
う
ち
2
団
体
の
事

務
局
を
行
政
が
担
っ
て
お
り
、
将
来

的
に
は
事
務
局
を
民
間
が
担
う
こ
と

で
、
民
間
同
士
の
連
携
が
進
み
、
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
運
営
、

効
率
化
が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
関
係
者
、

関
係
団
体
と
も
相
談
し
て
い
く
。

平
成
2
 
9
年
3
月
議
会

1
・
郷
土
芸
能
・
伝
統
文
化
の
継
承

に
つ
い
て

の
か
。

(
答
弁
)

無
形
民
俗
文
化
財
7
行
事
、
「
獅
子

舞
」
(
1
 
4
箇
所
(
や
盆
踊
り
)
1
 
2
箇
所
)
、

左
義
長
)
1
 
1
箇
所
)
、
「
お
お
べ
っ
さ
ま

迎
え
」
(
3
地
域
)
な
ど
が
存
在
し
、

郷
土
芸
能
や
伝
統
文
化
は
、
地
域
の

大
切
な
宝
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

(
質
問
)

(
2
)
現
在
、
認
知
さ
せ
る
た
め
、
ま

た
そ
の
価
値
に
気
付
か
せ
る
為
に

行
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

(
答
弁
)

平
成
1
 
4
年
度
か
ら
「
伝
承
芸
能
・

伝
承
技
術
士
」
の
認
定
制
度
を
設
け
、

そ
れ
ぞ
れ
保
存
活
動
さ
れ
技
術
の
伝

承
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

(
質
問
)

(
3
)
郷
土
芸
能
の
支
援
と
指
導
者
や

後
継
者
育
成
の
現
状
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

(
答
弁
)

「
伝
承
芸
能
・
伝
承
技
術
士
」
は
、

地
域
の
皆
様
が
誇
り
を
も
っ
て
、
次

世
代
へ
継
承
し
て
い
こ
う
と
、
取
り

組
ま
れ
て
い
る
表
れ
で
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化

に
伴
い
、
伝
承
文
化
を
支
え
き
れ
ず

継
承
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

方
策
を
地
域
と
と
も
に
考
え
、
保
存

に
努
め
て
い
く
。

(
質
問
)

(
1
)
黒
部
市
に
は
、
郷
土
芸
能
、
伝

統
文
化
な
ど
が
、
現
在
ど
れ
だ
け
存

在
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら

を
大
切
な
宝
で
あ
る
と
認
識
が
あ
る



(
質
問
)

(
4
)
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
積
極
的
に

進
め
て
い
け
な
い
の
か
。

(
答
弁
)

祭
礼
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進

事
業
に
お
い
て
、
子
ど
も
達
が
参
加

で
き
る
機
会
を
作
っ
て
お
り
、
小
中

学
校
に
お
い
て
も
子
ど
も
た
ち
が
喜

ん
で
参
加
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

る
。
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

(
質
問
)

(
5
)
未
来
を
見
据
え
て
冊
子
、
あ
る

い
は
デ
ジ
タ
ル
で
ま
と
め
る
準
備
を

始
め
て
は
ど
う
か
。

(
答
弁
)

現
在
は
、
少
し
ず
つ
調
査
を
進
め
、

ま
と
ま
っ
た
も
の
か
ら
展
示
紹
介
し

て
い
る
。
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、

や
が
て
、
デ
ジ
タ
ル
で
ま
と
め
ら
れ

る
か
、
さ
ら
な
る
情
報
発
信
の
方
策

を
検
討
す
る
。

(
質
問
)

(
6
)
現
在
、
そ
し
て
1
 
0
年
後
に
は
ど

う
な
っ
て
い
る
と
思
う
か
を
知
る
上

で
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。

(
答
弁
)

現
状
把
握
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら

に
現
状
と
し
て
、
地
域
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
も
含
め
て
調
査
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
今
後
も
、
現

状
の
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

(
質
問
)

(
7
)
郷
土
芸
能
、
伝
統
文
化
だ
け
で

は
な
く
、
史
跡
な
ど
も
含
め
て
、
今

後
(
1
 
0
年
後
)
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

「
黒
部
市
危
機
遺
産
リ
ス
ト
」
の
作
成

を
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

(
答
弁
)

存
続
危
機
は
認
識
し
て
い
る
が
、
「
黒

部
市
危
機
遺
産
リ
ス
ト
の
作
成
」
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
実
施
す
る
こ

と
は
、
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
伺
う

(
答
弁
)

『
と
や
ま
地
域
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
』

に
お
い
て
、
民
間
事
業
者
や
金
融
機
関
、

公
共
団
体
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

や
意
見
交
換
会
に
参
加
し
知
識
の
習

得
・
理
解
に
努
め
、
今
後
、
機
会
を

捉
え
広
く
市
民
へ
の
P
R
も
図
っ
て

い
く
。

(
質
問
)

(
…
)
N
P
O
な
ど
の
市
民
団
体
の
支

援
に
つ
い
て
伺
う

(
答
弁
)

支
援
と
い
う
よ
り
も
、
団
体
の
自

立
を
促
し
、
そ
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

に
つ
な
が
る
情
報
提
供
や
事
業
連
携

な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
。

な
い
。
今
後
、
先
進
事
例
等
を
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
。

2
公
民
連
携
(
P
P
P
)

に
つ
い
て

(
質
問
)

(
1
)
本
市
に
お
い
て
公
民
連
携
の
取

組
み
と
必
要
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
考
え
か
伺
う
。

(
答
弁
)

本
市
で
も
、
P
F
-
事
業
を
活
用

す
る
な
ど
、
公
民
連
携
に
取
組
ん
で

き
た
。

今
後
も
、
必
要
に
応
じ
導
入
の
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。

(
質
問
)

(
2
)
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
の
開

設
や
意
見
交
換
会
、
セ
ミ
ナ
I
開
催

(
質
問
)

(
4
)
公
民
連
携
に
つ
い
て
、
目
的
、

考
え
方
、
導
入
範
囲
な
ど
一
定
の
決

ま
り
で
あ
る
「
指
針
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
本
市
に
お
い
て
策
定
し
て
は
ど
う

か
伺
う

(
答
弁
)

平
成
2
2
年
に
「
黒
部
市
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
協
働
の
理

念
が
広
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
民

間
の
活
力
や
資
金
を
活
用
し
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
と
い
う
意
味

で
の
公
民
連
携
に
関
す
る
指
針
や
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
現
在
策
定
し
て
い

新
川
地
域
介
護
保
険
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
組
合
議
会
で
も
質
問
し
て
い

ま
す
。

・
H
2
7
・
8
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る

看
護
師
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

・
H
2
7
・
1
 
2
①
介
護
保
険
法
改
正
後
の

状
況
に
つ
い
て
②
介
護
職
求
人
の
推

移
に
つ
い
て
③
第
1
号
被
保
険
者
保

険
料
の
基
準
額
に
つ
い
て

・
H
2
8
・
2
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
介
護

予
防
教
室
や
地
域
サ
ロ
ン
に
支
援
・

連
携
す
る
番
組
の
検
討
を
。

・
H
2
8
・
8
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

型
訪
問
介
護
看
護
」
に
つ
い
て

・
H
撚
・
1
 
2
①
介
護
職
員
確
保
つ
い
て

②
情
報
発
信
に
つ
い
て

・
H
2
9
・
2
①
介
護
相
談
員
に
つ
い
て

②
介
護
職
員
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

問“ _二〇〇°垣輯轟国語壷



1 ・黒郡市の人口は減っています。,畑
地醐人口(人)
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事.増えている大布施地区内でも増減があります。

大布施地区町内別増減数
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大布施地区人口(人)
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2,地区別に見てめると増減があります。黒部市人口は減っていますが、

大布施・田寮・荻生の 事地区は増えています。

地織絹人口増減轍

4,黒部市に出入り人数の多いのは、どちらも①富山市②魚津市③大書町でした。

∽

∞

柳

∞

柳

畑

の

柳

黒部市⇔県内他自治体 転居人数
看帆裏〇・置一隊9・蜘i

看誉董半董こう書,,空享

5.平成2 7年度iこ行われた圃場胸萱 からの人の動きです。※富山撮HP部調練ライブラリ_より

=22国勢調査 H27国勢調査 =22⇒H27人口 =29年3月1日 い27⇒H29.3.1 

人口(人) 人口(人) 増減数(人) 増減車(親 人口(人) 増減数(人) 増減率(%) 

黒部市 41.852 40,991 △861 △2.1 40,723 △ 268 0.7 

魚津市 44.959 42,935 △2,024 △4.5 42,350 △ 585 1.4 

入善町 27,182 25,335 △l.847 △6.8 25.025 △ 310 1.2 

朝日町 13.651 12.246 △l,405 △(0.3 11.823 △ 423 3.5 

滑川市 33.676 32.755 △921 △2.7 32.656 △ 99 0.3 

富山市 421,953 418.686 △3,267 △0.8 417.778 △ 908 0.2 
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刷音8まきゆき後援会
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